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エ
ッ
セ
イ

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
楽
曲
探
訪
記

光
　
平
　
有
　
希

日
本
を
題
材
に
し
た
音
楽
作
品
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
楽
曲
と
き
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
音
楽

を
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
一
九
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博

覧
会
で
は
、
日
本
の
産
業
製
品
、
美
術
工
芸
品
な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
万
博
が
西
洋
に
お
け
る

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
進
展
の
火
付
け
役
を
担
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
、
他
の
芸
術
作
品
と

同
様
に
同
時
代
の
音
楽
作
品
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
交
響
詩
《
海
》
や
、
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
《
蝶
々
夫
人
》
な
ど
、
多
数

の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
楽
曲
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
大
型
音
楽
作
品
は
現
在
で
も
国
内
外
で
頻
繁
に
演
奏
の

機
会
を
得
て
い
る
も
の
の
、
実
は
、
万
博
を
基
軸
に
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
楽
曲
誕
生
よ
り
一
〇
〇
年
も
前
の

一
九
世
紀
初
頭
か
ら
、
西
洋
各
国
で
は
日
本
を
題
材
に
し
た
ピ
ア
ノ
や
歌
に
よ
る
小
品
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
数

多
く
出
版
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
。

日
文
研
「
外
書
の
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
を
題
材
と
し
て
作
ら
れ
た
楽
曲
の
楽
譜
資
料
も
「
日

本
関
係
欧
文
図
書
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
数
年
前
よ
り
調
査
と
資
料
収
集
に
着
手
。
日
本
の
幕
末
か
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ら
大
正
期
に
該
当
す
る
期
間
に
西
洋
で
刊
行
さ
れ
た
作
品
、
な
か
で
も
広
く
民
衆
に
根
付
い
た
小
品
楽
曲
を
主

た
る
対
象
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
日
文
研
所
蔵
楽
譜
の
う
ち
、
古
い
も
の
の
ひ
と
つ
が
一
八
一
五
年
前

後
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
ギ
ル
ド
ン
作
曲
の
ピ
ア
ノ
作
品
〈
日
本
の
調
べ
〉
だ
ろ
う
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

史
上
の
古
典
派
全
盛
期
に
出
版
さ
れ
た
本
作
は
簡
易
な
エ
チ
ュ
ー
ド
風
に
書
き
下
ろ
さ
れ
て
お
り
、
古
典
的
か

つ
陽
気
な
作
風
が
愛
さ
れ
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
版
を
重
ね
た
。
同
時
代
の
オ
モ
シ
ロ
作
品
と
し
て
は
、
か

の
有
名
な
作
曲
家
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
よ
る
楽
曲
と
騙
っ
た
〈
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
・
ワ
ル
ツ
〉（
一
八
三
〇
年
頃
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
日
本
に
着
想
を
得
て
作
品
を
残
し
た
の
か
！
」
と
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ

ろ
ん
で
し
ま
い
そ
う
に
な
る
が
、
残
念
な
が
ら
本
作
は
、
形
式
や
作
風
、
発
表
時
期
か
ら
も
到
底
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
本
人
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
は
、
楽
譜
の
大
量
販
売
を
目
標
に
据
え
た
出
版
社
が
、
買

い
手
の
目
を
引
く
よ
う
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
名
前
を
附
し
、
そ
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
テ
ー
マ
を
タ
イ
ト
ル
に

据
え
て
作
品
販
売
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
販
売
促
進
を
念
頭
に
置
い
た
作
品
の

テ
ー
マ
が
な
ぜ
日
本
な
の
か
。
一
九
世
紀
初
期
の
西
洋
で

は
、
す
で
に
「
日
本
」「
日
本
風
」
と
い
う
言
葉
が
そ
ん

な
に
浸
透
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
一
九
世
紀

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
聞
や
雑
誌
で
は
、「
日
本
」
に
関
す
る

記
事
も
多
く
目
に
つ
く
し
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て

は
芸
人
た
ち
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
西
洋

諸
国
を
巡
業
し
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
日
本
風
の
興
行

図 1） 偽ベートーヴェン作曲 

〈ジャポニカ・ワルツ〉
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演
目
で
現
地
の
人
び
と
を
魅
了
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
ジ
ャ

ポ
ニ
ズ
ム
楽
曲
で
は
、
単
に
「
日
本
」
を
冠
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
興
行
師
や
軽
業
師
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作

品
が
多
く
作
曲
さ
れ
る
。

ま
た
、「M

ikado

（
ミ
カ
ド
）」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
も
見
過
ご
せ
な
い
。
こ
の
言
葉
を
根
付
か
せ
た
の
は
、

一
八
八
〇
年
代
に
爆
発
的
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
サ
ヴ
ォ
イ
・
オ
ペ
ラ
（
サ
ヴ
ォ
イ
劇
場
を
中
心
に
興
行
が
展
開
さ

れ
た
コ
ミ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
）《
ミ
カ
ド
》
で
あ
る
。
本
作
は
、
劇
作
家
ギ
ル
バ
ー
ト
と
作
曲
家
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が

組
ん
だ
作
品
の
中
で
興
行
的
に
最
も
成
功
し
た
作
品
で
あ
り
、
一
八
八
五
年
三
月
一
四
日
の
初
演
以
降
、

六
七
二
回
と
い
う
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
達
成
し
た
。
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
日
本
の
風
俗
文
物
を
見
世
物
と
し
た
日

本
展
が
人
気
を
博
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
空
前
の
日
本
ブ
ー
ム
の
真
っ
只
中
。
日
本
風
の
登
場
人
物
た
ち
が
巻
き

起
こ
す
ド
タ
バ
タ
喜
劇
を
通
し
て
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
風
刺
し
た
《
ミ
カ
ド
》
は
こ
の
ブ
ー
ム
に
乗
じ

た
作
品
で
あ
る
。
同
時
に
本
作
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
や
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
一
端
を
担
っ
た
。
時
期
を
同
じ
く

し
て
《
ミ
カ
ド
》
の
劇
中
曲
を
身
近
に
楽
し
む
た
め
に
ア
レ
ン
ジ

さ
れ
た
小
品
も
多
数
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、

〈
ミ
カ
ド
・
ポ
ル
カ
〉（
一
八
八
五
年
）
で
あ
る
。
様
々
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
本
作
だ
が
、
日
文
研
が
所
蔵
し
て
い
る
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
で
軽
音
楽
作
曲
家
・
編
曲
家
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
ブ
カ
ロ
ッ
シ
が
ピ
ア
ノ
独
奏
用
に
舞
曲
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
し
た

楽
曲
で
あ
る
。〈
ミ
カ
ド
・
ポ
ル
カ
〉
が
発
表
さ
れ
た
一
九
世
紀

後
期
は
、
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
の
作
品
が
し
ば
し
ば
ピ
ア
ノ
連
弾
や

図 2） フィッシャー作曲 

〈女軽業師ポルカ〉



5
独
奏
の
た
め
の
舞
曲
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
個
人
や
小
規
模
の

サ
ロ
ン
な
ど
で
身
近
に
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。

本
作
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、〈
ミ
カ
ド
・
ポ
ル
カ
〉

が
作
ら
れ
た
一
八
八
五
年
に
は
同
じ
く
ブ
カ
ロ
ッ
シ
の
編
曲
で

〈
ミ
カ
ド
・
ヴ
ァ
ル
ス
（
ワ
ル
ツ
）〉〈
ミ
カ
ド
・
ラ
ン
サ
ー
〉〈
ミ

カ
ド
・
ク
ワ
ド
リ
ル
〉
と
い
っ
た
四
形
式
の
舞
曲
作
品
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
時
期
に
は
イ
ギ
リ
ス
以
外
で
も
《
ミ

カ
ド
》
に
ま
つ
わ
る
作
品
が
多
数
輩
出
さ
れ
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス

で
は
一
八
九
八
年
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
本
社
を
持
つ
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
・
エ
イ
ド
ゥ
ー
社
製
の
「
ミ
カ
ド
石
鹸
」
を
買
っ
た
人
へ
、
リ

ヨ
ン
出
身
の
作
曲
家
ア
ー
ノ
ー
ド
の
ピ
ア
ノ
作
品
〈
ミ
カ
ド
・
ポ

ル
カ
〉
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
の
は
ほ
ん
の
ご
く
一
部
の
作
品
に
過
ぎ
な

い
が
、
一
九
世
紀
末
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
楽
曲
の
多
く
は
西
洋
舞

曲
の
形
式
が
主
流
で
あ
り
、
今
わ
た
し
た
ち
が
「
ザ
・
日
本
の
音

楽
」
と
感
じ
る
よ
う
な
特
徴
（
た
と
え
ば
、「
ド
レ
ミ
ソ
ラ
」
で

構
成
さ
れ
る
五
音
音
階
や
、
民
謡
な
ど
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
ピ
ョ

ン
コ
節
の
リ
ズ
ム
）
は
、
ほ
ぼ
皆
無
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
描
か
れ

て
い
な
い
。
例
外
的
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
滞
在
中
に
採
譜
し

た
音
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
も
と
に
編
曲
し
た
曲
集
《
日
本
の
旋
律
》

図 3） ブカロッシ作曲 

〈ミカド・ポルカ〉
図 4） ブカロッシ作曲 

〈ミカド・ヴァルス〉








